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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年12月17日(2015.12.17)

【公開番号】特開2013-130863(P2013-130863A)
【公開日】平成25年7月4日(2013.7.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-035
【出願番号】特願2012-253874(P2012-253874)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1343   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1337   (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/1343   　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1337   ５０５　
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３２０　
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３４９Ｚ
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３３８　

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月29日(2015.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶組成物を挟持する第１の基板、及び第２の基板と、
　前記第１の基板上方の前記液晶組成物側の面から前記液晶組成物中に突出する第１の構
造体と、
　前記第１の構造体の間に設けられ、前記第１の基板上方の前記液晶組成物側の面から前
記液晶組成物中に突出する第２の構造体と、
　前記第１の構造体上方に第１の電極層と、
　前記第２の構造体上方に第２の電極層と、
　前記第１の構造体又は前記第２の構造体上方にスペーサとを有し、
　前記第１の構造体及び前記第２の構造体はそれぞれ連続して設けられており、
　前記第１の電極層又は前記第２の電極層と、前記スペーサとは、連続して設けられた前
記第１の構造体又は前記第２の構造体の上面に接して設けられることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項２】
　液晶組成物を挟持する第１の基板、及び第２の基板と、
　前記第１の基板上方の前記液晶組成物側の面から前記液晶組成物中に突出する複数の第
１の構造体と、
　前記複数の第１の構造体の間に設けられ、前記第１の基板上方の前記液晶組成物側の面
から前記液晶組成物中に突出する複数の第２の構造体と、
　前記複数の第１の構造体上方に第１の電極層と、
　前記複数の第２の構造体上方に第２の電極層と、
　前記複数の第１の構造体又は前記複数の第２の構造体の少なくとも一の上方にスペーサ
とを有し、
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　前記複数の第１の構造体又は前記複数の第２の構造体の少なくとも一において、前記第
１の電極層又は前記第２の電極層と、前記スペーサとは、連続して設けられた前記複数の
第１の構造体又は前記複数の第２の構造体の少なくとも一の上面に接して設けられること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２において、前記第１の構造体及び前記第２の構造体は、側面にテ
ーパ形状を有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３において、前記第１の電極層及び前記第２の電極層の一部は、前記第１の構造
体又は前記第２の構造体の側面を覆うことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項において、前記液晶組成物はネマティック液晶、及びカ
イラル剤を含み、ブルー相を発現することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項において、前記液晶組成物は高分子化合物を含むことを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項において、前記第１の電極層、及び前記第２の電極層は
、前記液晶組成物に接していることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一項において、前記第１の電極層、及び前記第２の電極層は
、櫛歯状であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項において、前記第１の基板と、前記第１の電極層及び前
記第２の電極層との間にトランジスタが設けられ、前記第１の電極層は前記トランジスタ
と電気的に接続していることを特徴とする液晶表示装置。
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